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やわらかな透明感とツヤ感
キレイを引き出す駅前サロン　
　JR廿日市駅南口にオープンした美容室と併設スパがある「Mallika hair&spa」。
開業したきっかけは２つ。第1に、廿日市は働きやすく駅前はお客様にとって通い
やすいからだそう。駅前にはマンションが増えており、そこから来てくださるお客
様がいらっしゃる。第２に、以前からスパの勉強をされており、キレイにこだわる
1人サロンとして、ふらっと立ち寄れる隠れ家的なサロンを開きたいとの夢をかな
えたそうだ。
　顧客層としては30～40代の女性が中心だが、若い方からシニア層まで髪色のご相
談からエイジングケアまで温かくサポートしてくれる。
　「“髪と頭皮を美しく”をモットーになりたい自分になるお手伝い」を丁寧にやっ
ていきたいと語る加藤オーナー。仕事終わりやプライベートなどで、心落ち着く癒
しの空間でリフレッシュしてみては！ 「Mallikaとはインド語で「ジャスミン」を意味

します。キレイな花でたとえることにより、親し
みやすい店舗を作りたいです。」とオーナーの
加藤さん。

明日がんばろう！とエネルギーをチャージできる店
炉ばたBar 心動（まいんどう）
　商工会議所近くの宮島街道沿いに２月にオープンした居酒屋。入口
はテラス席になっており、夏は風を感じながらビアガーデン風に、冬
はこたつ席でほっこりと、家族連れやグループで楽しめる。
　100kgのまぐろから300gしかとれない脳天の炙りなどのオリジナル
料理が自慢だ。
　オーナーの小田さんは、「こんなもの食べたことない！とお客様に
喜んでもらうのが好き。記憶に残るものを提供したいです。お酒を飲
む人も飲まない人も楽しめる店にしていきたいです。」と話す。
　誕生日の人には、お店のスタッフが一緒に祝ってくれるサプライズ
をお願いできる。
　好奇心旺盛なオーナーが、次にどんな企画を考えてくれるのか楽し
みな店だ。

Mallika hair&spa
廿日市市駅前2-39
050-3554-6282
10：00～18：00
毎週月曜日・第1火曜日

所

営
☎

（不定休有）
休

炉ばたBar 心動（まいんどう）
廿日市市下平良1-3-41
0829-31-2581
17:30～24:00（LO 23:00）

火曜日
100席（店内60席､テラス席40席）

なし

日 曜 ～23：30（LO 22:30）

所

営
☎

休
席
P
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「ヒト
・コト・カネ」のツナギヤクはつかいち

メニューの一例は下記の通り。
(価格は税抜)
・カット ￥4,000
・カラー  ￥6,000～
・パーマ ￥6,500～
・ヘッドスパ ￥1,500～
・トリートメント ￥1,500～

販売しているCRONNAシリーズ。一番
左側のシャンプーは炭を使用したもの。
主に頭皮の汚れを取る効果がある。
右側のシャンプーは、はちみつを使用した
もの。頭皮をしっとりさせるためである。
用途に応じて使用していただきたいとの
こと。

肉じゃがの概念を
変えてしまう驚き
の逸品

▲コース料理は平日限定
飲み放題4,000円から
相談に応じてくれる。

今実施している
企画として、と
うかさん着付け
とヘアセットを
1日限 定 2 名 で
受付中。
今年のとうかさ
んは、6/7(金)
～ 9 (日) の 3日

間。着付け体験することで、日本文
化やおもてなしの心に触れていた
だきたいとのこと。

京 都くずと豆 乳
で 作 る店 オリジ
ナ ル。生 クリ ー
ムが入っていて、
だし醤 油と合 わ
せるとチーズ の

ような芳醇な味。もっちりとした食感
がたまらず、もう一皿とおかわりして
しまう。

もっちり豆富

ピーチ果 汁につ
けて３日間熟成さ
せ る。口 に 入 れ
た瞬 間 はピーチ
の 香りと甘 さが
広 が る が、ほ ど

なくトマトの酸味と調和する。お酒の
つまみにもデザートにも合う。

ピーチトマト 和牛コウネの肉じゃが

廿日市市景況調査（2019年1～3月）

日商簿記3級基礎講座のご案内
消費税軽減税率対策コーナー

特 集

写真提供/一般社団法人はつかいち観光協会
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特 集

 

全
国
の
３
月
景
況

「
一
進
一
退
の
動
き
。
先
行
き
は
懸
念

材
料
多
く
、
慎
重
な
見
方
変
わ
ら
ず
」

　

３
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

▲
16
・
９
と
、
前
月
か
ら
＋
１
・
２
ポ
イ
ン

ト
の
改
善
。
た
だ
し
、「
悪
化
」
か
ら
「
不

変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、
実
体
は

ほ
ぼ
横
ば
い
。
堅
調
な
民
間
工
事
を
中
心

と
す
る
建
設
業
に
加
え
、
春
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
到
来
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む

観
光
需
要
が
好
調
に
推
移
し
た
一
方
、
受

注
が
減
少
し
た
半
導
体
や
産
業
用
機
械
、

自
動
車
関
連
を
中
心
と
す
る
製
造
業
の
業

況
感
が
悪
化
し
た
。
深
刻
な
人
手
不
足
の

影
響
拡
大
や
原
材
料
費
の
高
止
ま
り
、
根

強
い
消
費
者
の
節
約
志
向
を
指
摘
す
る
声

は
依
然
と
し
て
多
く
、
中
小
企
業
の
業
況

改
善
に
向
け
た
動
き
は
力
強
さ
を
欠
く
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見
通
し

Ｄ
Ｉ
が
▲
19
・
１
（
今
月
比
▲
２
・
２
ポ
イ

ン
ト
）と
悪
化
を
見
込
む
も
の
の
、「
好
転
」

か
ら
「
不
変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、

実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
個
人
消
費
の
拡
大

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
春
の
観
光
需

要
拡
大
へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
人
手
不
足
の
影
響
の
深
刻
化
や
、
原

材
料
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格

転
嫁
遅
れ
、
貿
易
摩
擦
の
激
化
、
世
界
経

済
の
動
向
、
消
費
増
税
の
影
響
な
ど
不
透

明
感
が
増
す
中
、中
小
企
業
に
お
い
て
は
、

先
行
き
へ
の
慎
重
な
姿
勢
が
続
く
。

 

会
議
所
管
内
の
１
〜
３
月
景
況

「
原
材
料
費
等
高
騰
に
よ
る
製
造
業
で

の
景
気
減
速
目
立
つ
」

　

前
年
同
期
比
で
は
、
全
産
業
合
計
の
総

合
業
況
Ｄ
Ｉ
が
▲
10
・
９
と
、
前
回
調
査

（
30
年
12
月
▲
６
・
７
）
か
ら
マ
イ
ナ
ス
幅

が
３
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

　

産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
で
は
、
前
回
唯
一

プ
ラ
ス
値
で
あ
っ
た
製
造
業
が
大
き
く
マ

イ
ナ
ス
に
転
じ
た
（
９
・
１
→
▲
20
・
0
）。

建
設
業
（
▲
16
・
7
→
▲
25
・
0
）
も
若
干

悪
化
し
て
い
る
。
半
面
、
卸
小
売
業
（
▲

５
・
３
→
０
・
０
）
や
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業

（
▲
22
・
２
→
０
・
０
）
で
は
ゼ
ロ
水
準
ま

で
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

向
こ
う
３
ヵ
月
（
４
～
６
月
）
の
先
行

き
見
通
し
で
は
、
全
産
業
合
計
の
総
合
業

況
Ｄ
Ｉ
が
▲
19
・
１
と
前
回
調
査
（
30
年

12
月
▲
22
・
２
）
か
ら
若
干
マ
イ
ナ
ス
幅

が
改
善
し
て
い
る
。

　

産
業
別
の
推
移
で
は
、
製
造
業
で
プ
ラ

ス
値
か
ら
マ
イ
ナ
ス
値
へ
大
幅
に
悪
化

（
９
・
１
→
▲
21
・
４
）し
、建
設
業
で
は
７
・

１
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
（
▲
50
・
０
→
▲

42
・
９
）、
卸
小
売
業
で
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が

10
・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
（
▲
36
・
８
→
▲

26
・
７
）
さ
れ
、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

ゼ
ロ
水
準
ま
で
改
善（
▲
11
・
１
→
０
・
０
）

す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

全
産
業
の
景
況
推
移
、
水
道
光
熱
費
や

燃
料
代
を
含
む
「
原
材
料
・
仕
入
価
格
上

昇
に
伴
う
採
算
性
」「
人
材
不
足
・
人
件

廿日市市景況調査（2019年1〜3月）
ＤＩ値（景況判断指数） 平成17年11月の市町村合併後は、旧廿日市市（合併後の区域）の

調査結果になります

●ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断状況を表す。
ゼロを基準とし、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下
向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。
従って、売上など実数値の上昇や下降を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。
※DI=（増加・好転などの回答割合）−（減少・悪化などの回答割合）　
　業況・採算：（好転）−（悪化）　売上：（増加）−（減少）

特に好調 50≦DI

好　調 25≦DI＜50

まあまあ 0≦DI＜25

不　振 ▲25≦DI＜0

きわめて不振 DI＜▲25

※ 全国調査は【 日本商工会議所LOBO調査 】をご参照ください� （ 対象 169 社　回答 44 社 ）

業 種 別
景況概要

全国（３月） 廿　日　市　市　（ １月〜３月と先行き見通し ）

全産業 全産業 製造業 建設業 卸小売業 飲食・サービス業

前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し

収入・売上 ▲ 10.4 ▲ 12.4 ▲  8.7 ▲ 13.3    0.0 ▲  6.7 ▲ 37.5 ▲ 28.6 ▲  6.7 ▲ 40.0    0.0   37.5

採　　算 ▲ 15.7 ▲ 16.8 ▲ 13.0 ▲ 22.2 ▲  6.7 ▲  6.7 ▲ 37.5 ▲ 28.6 ▲  6.7 ▲ 40.0 ▲ 12.5 ▲ 12.5

仕入単価 ▲ 40.6 ▲ 48.1 ▲ 52.2 ▲ 48.9 ▲ 60.0 ▲ 53.3 ▲ 50.0 ▲ 42.9 ▲ 40.0 ▲ 40.0 ▲ 62.5 ▲ 62.5

雇用人員   25.5   25.8   13.3   15.9 6.7    6.7    0.0    0.0   20.0   26.7   28.6   28.6

業　　況 ▲ 16.9 ▲ 19.1 ▲ 10.9 ▲ 22.7 ▲ 20.0 ▲ 21.4 ▲ 25.0 ▲ 42.9    0.0 ▲ 26.7    0.0    0.0
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費
増
加
傾
向
」
な
ど
は
全
国
・
県
内
調
査

と
同
様
の
動
き
だ
が
、
前
回
調
査
に
続
き

「
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
」
を
中
心
と
し
た

緩
や
か
な
回
復
傾
向
が
覗
え
る
。
ま
た
、

次
期
四
半
期
に
設
備
投
資
を
予
定
し
て
い

る
と
答
え
た
割
合
が
比
較
的
高
か
っ
た
。

以
下
、
産
業
別
の
各
事
業
所
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
、
景
気
動
向
の
要
因
や
業
界
動

向
な
ど
。

【
製 

造 

業
】

・『
受
注
減
』

・『
景
気
減
速
』

・『
労
働
力
不
足
か
ら
省
力
化
を
図
る
が

予
想
以
上
に
３
Ｋ
職
場
に
人
材
が
集
ま

ら
な
い
（
製
造
現
場
）』

・『
原
材
料
高
止
ま
り
』

・『
輸
出
が
好
調
の
た
め
、
国
内
販
売
の

不
振
は
輸
出
で
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
』

・『
得
意
先
の
増
加
』

・『
仕
事
が
予
想
よ
り
多
か
っ
た
』

【
建 

設 

業
】

・『
得
意
先
が
老
朽
化
の
た
め
設
備
投
資

を
し
た
た
め
受
注
が
増
え
た
』

・『
新
た
に
得
意
先
が
増
え
た
』

・『
景
気
が
す
こ
し
下
降
気
味
と
聞
く
が

設
備
投
資
を
し
て
い
い
も
の
か
？
消
費

税
も
上
が
る
し
心
配
』

・『
消
費
税
の
増
税
に
大
型
消
費
の
住
宅

は
厳
し
い
感
じ
』

【
卸
小
売
業
】

・『
消
費
者
の
可
処
分
所
得
が
良
く
な
っ

て
い
な
い
』

・『
昨
年
は
景
気
が
悪
す
ぎ
た
』

・『
暖
冬
の
た
め
、
燃
料
関
係
の
仕
事
は

不
調
』

【
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
】

・『
働
き
方
改
革
取
り
組
み
中
、
完
全
週

休
二
日
制
、
残
業
ゼ
ロ
な
の
で
厳
し
い
』

・『
気
楽
な
商
売
を
し
、
自
分
が
楽
し
ん

で
い
る
』

●設備投資は？�※ 複数回答・無回答あり

１月〜３月 ７月〜９月
見込み

実
　
施
　
し
　
た

土　地 0 1

建　物 2 3

機　械 2 4

車　両 7 6

O　A 3 3

その他 0 2

計 14 19

実施してない・しない 32 24

●当面の問題点は？

第１位
売上、需要の停滞
30.4％

第２位
材料費、仕入価格の上昇

17.0％
第３位

販売単価の低下、上昇難
10.7％

第４位
消費者ニーズ変化への対応

 9.5％
第５位

従業員、人材の確保難
 7.5％

※回答の「その他」はランク外扱い
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東
ひ が し ぞ の

園    恵
め ぐ み

FMはつかいちのパーソナリ
ティとして活躍中。第13代は
つかいち観光親善大使を務め
た廿日市大好き女子。趣味は
旅行 カフェ巡り 星の観察。

http://hatsujo.net/

「はつじょ」とは？
廿日市を中心に活躍するア
クティブな女子の略称。地元
愛は人一倍強い。気になるお
店や人物を取材し、女性なら
ではの目線でご紹介します。

　

平
良
に
あ
る
、
コ
ー
ヒ
ー
専

門
店
の
中
島
仲
次
郎
商
店
さ
ん

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
２
０
１

４
年
に
創
業
さ
れ
た
中
島
さ

ん
。店
名
の「
中
島
仲
次
郎
」は
、

ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の
お
名
前
に

あ
や
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

中
島
さ
ん
は
広
島
の
老
舗
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
販
売
店
、
ニ
シ
ナ

屋
珈
琲
の
新
谷
隆
一
さ
ん
を
師

匠
に
、
半
年
間
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
焙
煎
の

技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
の
い
い

香
り
に
包
ま
れ
た
店

内
に
は
、
仲
次
郎
氏

が
船
旅
に
利
用
し
た

と
い
う
木
製
の
大
き

な
ト
ラ
ン
ク
や
和
ダ
ン
ス
が
置

か
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ャ
ー
の
台
も

昔
な
つ
か
し
い
雰
囲
気
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
入
れ
て
い
る
の

は
な
ん
と
桶
。
お
店
の
雰
囲
気

を
一
層
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

店
の
奥
に
は
大
き
な
焙
煎
機
が

あ
り
、
こ
こ
で
焙
煎
し
た
豆
を

店
頭
に
並
べ
て
い
ま
す
。

わ
せ
て
豆
を
挽
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
作
り
方
も
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
ま
す
よ
。

　

廿
日
市
で
、
駄
菓
子
屋
の
よ

う
な
地
域
に
密
着
し
た
、
子
供

が
お
使
い
に
来
る
よ
う
な
そ
ん

な
お
店
で
あ
り
た
い
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
店
に
は
、

11
種
類
の
単
品

の
豆
と
5
種
類

の
ブ
レ
ン
ド
豆

が
あ
り
ま
す
。

一
番
人
気
な
の

は
、「
極
楽
寺

山
ブ
レ
ン
ド
」。

ブ
ラ
ジ
ル
が
た

く
さ
ん
入
っ
た

中
煎
り
の
柔
ら

か
い
ブ
レ
ン
ド

コ
ー
ヒ
ー
で

す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
の

世
界
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
方
が
多
い
と
感

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
島
さ

ん
。「
有
名
な
料
理
人
で
な
く

て
も
お
い
し
い
家
庭
料
理
が
作

れ
る
よ
う
に
、
コ
ー
ヒ
ー
も
器

具
の
特
徴
さ
え
つ
か
め
ば
、

ち
ょ
っ
と
の
コ
ツ
で
誰
で
も
お

い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
」。
豆

は
家
で
挽
く
の
が
ベ
ス
ト
で
す

が
、
店
内
で
も
家
の
器
具
に
あ

駄菓子屋のようなコーヒー豆屋

はつかいち珈琲焙煎所　中島仲次郎商店

地
域
に
密
着
し
て
い
つ
で
も
来
や
す
い
お
店
に

落
ち
着
い
た
和
モ
ダ
ン
な
店
内



マ
ル
経
融
資 

金
利
情
報
（
５
月
20
日
現
在
）
１
・
２
１
％	

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
保
証
人
不
要
・
低
金
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
サ
ポ
ー
ト
課
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１6



経
営
な
ん
で
も
相
談
会　
令
和
元
年
６
月
21
日（
金
）
無
料
相
談
会
。
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
や
、
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
、
社
労
士
に
よ
る
労
務
相
談
な
ど
。　

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
サ
ポ
ー
ト
課
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１ 7

　令和元年５月７日㈫当青年部は第43回通常会員総会
を行いました。
　当日は40名を超える多くの会員の参加がありました。
会員総会後には新入会員を主とする「自己・事業所PR」
を行いました。目的としましては、地域を活性化させる
ためのビジネスチャンスを創造する、または既存のビジ
ネスにおける課題解決のためのパートナー発掘、そして
新入会員を始め既存会員との親睦を改めて図るなど、青
年部であるメリットを最大限に活かすことが挙げられま
す。
　改めて「今後の課題」や「具体的業務内容」を知るこ
とにより生まれる各々の会社との関連性や、他業種であ
るからこそ気付ける素朴な疑問なども飛び交い、大変有
意義な時間になりました。年度の始めということもあり、
お互いを知ることの重要性を再認識した上で、新たな一
年も協調性と結束力をより強める良いスタートになった
と感じております。

広報研修委員長　大島　光人

第43回通常会員総会＆5月定例会

６月13日㈭	 県商女連総会（尾道市）
６月15日㈯	 トライアスロン大会準備
	 （おもてなし部会）
６月16日㈰	 トライアスロン大会
	 （選手受付・前夜祭）
７月19日㈮	 中国地方女性会連合会総会・下関

大会
９月６日㈮	 全国商工会議所女性会連合会
	 鹿児島全国大会
９月14日㈯	 二百廿日豊年市民祭への参画 
などを予定しております。皆様のご参加をお待
ちしています。

　二百廿日豊年市民祭などのイベント時に着用
する女性会Ｔシャツを作成しました。
　イベント事業に参加いただいた女性会会員の
皆様にお渡しいたします。
　これを着て、みんなでイベントを盛り上げて
いきましょう!!

令和元年度前半の事業予定 女性会Tシャツを作りました！

【私たちと一緒に活動しませんか】
廿日市商工会議所女性会では、廿日市を一緒に盛り上げてくれる会員を随
時募集しています。女性会活動に興味のある方はお気軽にお電話ください。

女性会事務局（担当：佐々木・児玉）　☎ 0829-20-0021



従
業
員
の
万
が
一
に
備
え
て　

さ
く
ら
共
済

国
の
事
業
主
退
職
金
制
度　

小
規
模
企
業
共
済
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
時
に　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
済
担
当
ま
で　
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◆美月 あきこ／みづき・あきこ
　人財育成トレーナー・ビジネスマ
ナー講師。大学卒業後、日系および
外資系航空会社にて国際線客室乗務
員として17年間勤務。現在は、人財
育成トレーナーとして接遇サービ
ス、対人コミュニケーションについ
ての講演・研修を企業や団体にて行
う。客室乗務員時代に身につけた
ファーストクラス仕様のサービスを
元にした、ユニークな研修が好評を
博す。年間１８０回以上の研修と講演
をこなす。著書に、『ファーストクラスに乗る人のシンプ
ルな習慣』『15秒で口説くエレベーターピッチの達人』な
どがある。

知って得するビジネスマナー

取
引
先
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
ル
ー
ル

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
付
き
も
の
で
あ
る
「
取
引

先
と
の
打
ち
合
わ
せ
」。
最
近
で
は
、メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
で

の
や
り
と
り
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
は
い

え
、
や
は
り
重
要
な
や
り
と
り
は
「
実
際

に
会
っ
て
話
す
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

取
引
先
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
経
営
判
断

に
直
結
す
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
は
注
力

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
併
せ
て

重
要
な
の
が
、「
打
ち
合
わ
せ
が
終
了
し

て
帰
る
際
の
マ
ナ
ー
」
で
す
。
集
中
力
と

緊
張
感
を
持
っ
て
打
ち
合
わ
せ
に
臨
み
、

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
つ
い
気
が
抜
け
て
し

ま
う
も
の
で
す
。し
か
し
、こ
こ
で
マ
ナ
ー

に
配
慮
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
で
き
る
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
そ
う
で
な
い
人
と
に

分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
方
の
印
象
も

大
き
く
違
っ
て
く
る
の
で
、こ
の
マ
ナ
ー
を

習
得
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
ず
意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

打
ち
合
わ
せ
時
の
「
立
場
」
で
す
。
取
引

先
に
出
向
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
場

合
、
こ
ち
ら
は
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

会
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
先
方
の

方
が
立
場
的
に
は
「
上
」
で
、
こ
ち
ら
の

立
場
は
「
下
」
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
意
識
を
持
っ
た
上
で
、
当
初
約
束

し
た
時
間
内
に
切
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、

打
ち
合
わ
せ
中
も
適
宜
時
間
を
確
認
し
ま

す
。
た
だ
し
、
先
方
の
目
の
前
で
時
計
を

見
る
行
為
は
、
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。
時
計

を
確
認
す
る
際
は
、
机
の
下
で
腕
時
計
を

ち
ら
り
と
見
る
、
相
手
が
書
類
に
目
を
通

し
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
壁
の
時
計
を
さ

り
げ
な
く
見
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で

す
。
相
手
が
時
間
を
気
に
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
と
、
こ
ち
ら
も
気
に
な
る
も
の

で
す
。
先
方
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

　

予
定
の
終
了
時
刻
が
迫
っ
て
き
た
ら
、

会
話
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
「
頂

戴
し
た
お
時
間
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
」
と
声
を
掛
け
ま
す
。
会
話
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
と
き
や
、
打
ち
合
わ
せ
内
容

が
中
途
半
端
な
状
態
で
、こ
の
セ
リ
フ
を
述

べ
る
の
は
Ｎ
Ｇ
で
す
。そ
の
た
め
、終
了
予

定
時
刻
に
う
ま
く
終
わ
れ
る
よ
う
、
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
て
打
ち
合
わ
せ

を
進
行
す
る
こ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

打
ち
合
わ
せ
が
終
了
し
た
ら
、「
本
日
は

お
忙
し
い
中
、
お
時
間
を
頂
戴
し
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
先
方

が
時
間
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
お

礼
を
述
べ
ま
す
。「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
お

付
き
合
い
に
関
し
て
も
触
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。こ
の
と
き
、併
せ
て
お
辞
儀
も

し
ま
す
が
、
お
辞
儀
に
は
三
つ
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
が
角
度
15
度
の
「
会

釈
」、
二
つ
目
が
角
度
30
度
の
「
中
礼
（
敬

礼
）」、
三
つ
目
が
角
度
45
度
の
「
最
敬
礼
」

で
す
。こ
れ
ら
の
う
ち
、打
ち
合
わ
せ
時
の

別
れ
際
に
は
中
礼
で
お
辞
儀
を
し
ま
す
。

　

先
方
が
丁
寧
な
担
当
者
の
場
合
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
で
見
送
っ

て
く
れ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は

「
こ
ち
ら
で
結
構
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
伝
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

先
方
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
見
送
っ
て
く

れ
た
場
合
、
ホ
ー
ル
で
き
ち
ん
と
お
礼
を

述
べ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
ん
で
か

ら
再
度
、
先
方
に
向
か
っ
て
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

打
ち
合
わ
せ
を
終
え
、
帰
社
し
た
ら
、

お
礼
状
を
出
し
ま
す
。
手
書
き
の
手
紙
が

ベ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

ス
ピ
ー
ド
が
命
な
の
で
、
メ
ー
ル
で
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。

人
財
育
成
ト
レ
ー
ナ
ー　

美
月
あ
き
こ

  



人
身
事
故
の
臨
時
費
用
補
填
に 

自
動
車
事
故
費
用
共
済 

お
守
り
く
ん
事
業
所
・
ご
自
宅
を
守
る
総
合
共
済 

火
災
共
済
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度 

中
退
共
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
済
担
当
ま
で　
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◆熊谷 亮丸／くまがい・みつまる
　1966年生まれ。89年東京大学法学部卒業。93
年東京大学大学院法学政治学研究科修士課程修
了。2016年ハーバード大学経営大学院AMP（上
級マネジメントプログラム）修了。日本興業銀
行調査部などを経て、07年大和総研入社。14年
同社・執行役員。17年同社・常務執行役員。18
年より現職。財務省、総務省、内閣官房、内閣
府、参議院などの公職を歴任。18年より経済同
友会幹事。11年より株式会社財界研究所「財界賞・経営者賞」選考
委員会選考委員。テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」レギュ
ラーコメンテーターとしても活躍中。

時代を読み解くツボ
　

消
費
増
税
の
期
日
で
あ
る
、
２
０
１
９

年
10
月
が
徐
々
に
近
づ
い
て
き
た
。
安
倍

政
権
は
２
度
に
わ
た
り
増
税
時
期
を
先
送

り
し
て
き
た
が
、
10
月
１
日
に
は
消
費
税

率
を
現
行
の
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

る
方
針
で
あ
る
。
た
だ
し
、
足
元
で
世
界

経
済
の
減
速
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
今
後
は
消
費
増
税
の
是
非
を
巡

る
議
論
が
活
発
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

財
政
再
建
を
実
現
す
る
に
は
、
⑴
経
済

成
長
に
伴
う
税
収
の
増
加
、
⑵
社
会
保
障

費
な
ど
の
歳
出
の
合
理
化
、
⑶
消
費
税
を

中
心
と
す
る
増
税
、
を
三
位
一
体
で
行
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
筆
者
は
、
わ
が
国

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
経
済

成
長
の
み
に
頼
っ
て
財
政
再
建
を
実
現
す

る
こ
と
は
、
と
う
て
い
不
可
能
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

消
費
増
税
に
反
対
す
る
論
者
は
総
じ
て

感
情
的
で
、
論
理
性
に
乏
し
い
印
象
を
受

け
る
。

　

例
え
ば
、
消
費
税
増
税
反
対
論
者
が
批

判
す
る
も
の
の
一
つ
に
「
輸
出
戻
し
税
制

度
」
が
あ
る
。

　

最
初
に
、「
輸
出
戻
し
税
制
度
」
の
概

要
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
こ
う
。

　

消
費
税
は
、
輸
出
入
取
引
に
つ
い
て
競

争
条
件
を
同
一
に
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
国
境
調
整
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、「
消
費
地
課
税
原
則
（
消
費

税
は
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
地
で
課
税

さ
れ
る
と
い
う
原
則
）」
に
の
っ
と
り
、

輸
入
取
引
を
課
税
対
象
と
す
る
一
方
で
、

輸
出
取
引
は
免
税
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結

果
、
輸
出
企
業
に
は
、
仕
入
れ
の
際
に
支

払
っ
た
消
費
税
分
が
事
後
的
に
還
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
輸
出
戻
し
税
制
度
」
に
対
し
て
は
、

輸
出
企
業
は
大
企
業
が
中
心
で
、
中
小
・

零
細
の
下
請
け
企
業
に
消
費
税
分
を
上
回

る
値
引
き
を
行
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
―
―
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
大
企
業
が

「
輸
出
戻
し
税
制
度
」
に
よ
り
不
当
な
利

益
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
批

判
が
な
さ
れ
る
。
実
際
、「
輸
出
戻
し
税

制
度
」
に
よ
る
消
費
税
の
還
付
総
額
は
年

間
数
兆
円
規
模
に
達
す
る
と
の
試
算
も
あ

る
。
さ
ら
に
、「
輸
出
戻
し
税
は
、
大
企

業
に
対
す
る
事
実
上
の
輸
出
補
助
金
で
あ

る
」
と
の
議
論
す
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
「
輸
出
戻
し
税
制
度
」

は
、
消
費
税
を
導
入
し
て
い
る
世
界
の

国
々
が
採
用
し
て
い
る
制
度
だ
。

　

輸
出
品
は
、輸
出
先
の
国
で
間
接
税（
消

費
税
な
ど
）
が
課
さ
れ
る
の
で
、
わ
が
国

で
も
課
税
を
行
う
と「
二
重
課
税
」に
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
理
屈
上
、「
輸

出
戻
し
税
制
度
」
に
よ
っ
て
輸
出
企
業
が

得
た
還
付
金
は
、
仕
入
れ
の
際
に
支
払
っ

た
消
費
税
分
を
取
り
戻
し
た
の
に
す
ぎ
な

い
。
つ
ま
り
、「
輸
出
戻
し
税
制
度
」
は

論
理
的
に
考
え
て
極
め
て
筋
の
通
っ
た

ま
っ
と
う
な
制
度
な
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、「
輸
出
戻
し
税
制
度
」
に
対

す
る
感
情
的
な
批
判
は
、
一
部
の
日
本
人

の
認
識
不
足
を
示
す
極
め
て
残
念
な
事
例

だ
と
思
う
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
大

企
業
（
金
持
ち
）
が
た
く
さ
ん
お
金
を
も

ら
え
て
う
ら
や
ま
し
い
」
と
い
う
、
や
っ

か
み
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
繰
り
返

し
に
な
る
が
、「
輸
出
戻
し
税
制
度
」
に

よ
っ
て
還
付
さ
れ
る
お
金
は
、
論
理
的
に

考
え
て
輸
出
企
業
が
本
来
手
に
す
る
べ
き

正
当
な
も
の
な
の
だ
。「
強
者
が
お
金
を

も
ら
い
過
ぎ
」だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
税
制
の
問
題
で
は
な
く
、
独
禁
法

を
中
心
と
す
る
「
社
会
法
制
」「
弱
者
救

済
法
制
」を
通
じ
て
改
善
す
べ
き
問
題
だ
。

税
制
の
論
理
か
ら
逸
脱
す
る
形
で
、
大
企

業
を
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
も
、
何
ら
建
設

的
な
議
論
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

国
際
的
に
見
て
も
、
論
理
的
な
正
当
性

を
有
す
る
「
輸
出
戻
し
税
制
度
」
に
対
し

て
、
こ
れ
ほ
ど
感
情
的
な
批
判
が
展
開
さ

れ
て
い
る
国
は
な
い
。
も
し
本
当
に
日
本

だ
け
で
「
強
者
の
横
暴
」
が
ま
か
り
通
る

―
―
つ
ま
り
は
、
強
者
が
弱
者
に
対
し
て

圧
倒
的
な
価
格
支
配
力
を
有
す
る
の
で
あ

れ
ば
、そ
れ
は
、わ
が
国
に
他
国
と
の
「
異

質
性
」
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
す

ら
思
え
る
。消
費
税
増
税
反
対
論
者
に
は
、

少
し
頭
を
冷
や
し
て
、
論
理
的
に
物
事
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。（４

月
16
日
執
筆
） 

 　

株
式
会
社
大
和
総
研

常
務
取
締
役　

調
査
本
部
副
本
部
長

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト　

熊
谷 

亮
丸

消
費
増
税
反
対
論
者
の
『
輸
出
戻
し
税
制
度
』
へ
の
批
判



「
さ
あ
、
今
日
は
ど
こ
に
食
べ
に
行
こ
う
？
」　

は
つ
か
い
ち
ね
っ
と
「
は
つ
め
し
」

廿
日
市
の
グ
ル
メ
情
報
が
満
載
！
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
飲
食
店
情
報
サ
イ
ト
。　
　
　

「
は
つ
め
し
」
で
検
索

10

源
泉
個
別
相
談
会

　

給
料
の
支
払
い
に
対
す
る
源
泉
税
の
計

算
・
納
付
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日　

時

７
月
８
日
㈪
・
９
日
㈫

　

９
：
00
～
12
：
00
／
13
：
00
～
16
：
00

■
場　

所　

廿
日
市
商
工
会
議
所
３
階

■
手
数
料　

一
事
業
所
に
つ
き
５
０
０
円
（
税
別
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

廿
日
市
商
工
会
議
所　

経
営
サ
ポ
ー
ト
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
２
９

－

２
０

－

０
０
２
１

定
期
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

例
年
通
り
定
期
健
康
診
断
を
次
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時

７
月
17
日
㈬

　
　
　

９
：
00
～
11
：
30（
受
付
時
間
）

　
　

18
日
㈭

　
　
　

９
：
00
～
11
：
30（
受
付
時
間
）

・
婦
人
科
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
子

宮
ガ
ン
検
診
）
は
、　

18
日
㈭
の
み
の

実
施
で
す
。

■
場　

所　

交
流
プ
ラ
ザ（
廿
日
市
市
商
工
保
健
会
館
）

１
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル
・
駐
車
場
（
検
診
車

あ
り
）

廿
日
市
市
本
町
５

－

１

（
駐
車
場
に
検
診
車
が
入
り
ま
す
の
で
、

お
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。）

■
受
診
料　

社
会
保
険
加
入
者
（
35
才
以
上
）
の
被
保

険
者�

７
，０
３
８
円
（
税
込
）

一
般
（
国
保
加
入
、
社
会
保
険
加
入
者
の

34
歳
以
下
等
）�

７
，５
６
０
円
（
税
込
）

■
健
診
料
金
は
後
払
い
で
す
。
健
診
後
、

請
求
書
を
送
付
し
ま
す
。

★
詳
細
・
申
込
書
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

廿
日
市
商
工
会
議
所 

担
当
／
平
野
・
廣
藤

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
２
９

－
２
０

－

０
０
２
１

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

　

法
律
、
税
務
、
法
務
、
労
務
、
知
財
、

不
動
産
評
価
な
ど
、
専
門
家
に
無
料
で
ご

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日　

時

６
月
21
日
㈮

　

13
：
00
～
16
：
00 

（
45
分
単
位
）

■
場　

所　

廿
日
市
商
工
会
議
所
会
議
室

■
お
申
込
み　

別
添
の
用
紙
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

廿
日
市
商
工
会
議
所　

経
営
サ
ポ
ー
ト
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
２
９

－

２
０

－

０
０
２
１

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

廿
日
市
フ
ェ
ア
２
０
１
９　

開
催
日
程
の
お
知
ら
せ

　

広
島
市
中
区
本
通
商
店
街
内
の
店
舗

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
廿
日
市
フ
ェ
ア

の
平
成
31
年
度
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
！

■
日　

時

９
月
19
日
㈭
～
９
月
30
日
㈪

　

昨
年
は
10
月
開
催
で
し
た
が
、
今
年
度

は
例
年
通
り
９
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
。

　

新
商
品
販
売
や
販
路
拡
大
を
お
考
え
の

事
業
者
様
は
、
是
非
こ
の
機
会
を
お
役
立

て
く
だ
さ
い
！

　

出
展
者
募
集
の
ご
案
内
は
、
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

廿
日
市
商
工
会
議
所　

担
当
／
廣
藤

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
２
９

－

２
０

－

０
０
２
１

News ＆ Information



「
今
週
末
、
家
族
で
ど
こ
に
行
こ
う
か
な
？
」　

は
つ
か
い
ち
・
宮
島
体
験
観
光
な
び
廿
日
市
の
体
験
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
満
載
。
週
末
は
近
く
て
安
く
遊
べ
る
廿
日
市
へ
！　
　
　

「
廿
日
市  

体
験
」
で
検
索

11

ご加入ありがとうございます。

６　
　
　
　
　

月

日（曜） 開始時間〜終了時間 内　　容

4日（火）19:00～21:00 【青年部】会員総会・定例会

9日（日） 9:00～16:00 簿記検定試験

10日（月）13:30～15:00 正副会頭会議

15:00～16:00 常議員会

16日（日） 8:00～15:00 みやじまトライアスロン2019

21日（金）13:00～16:00 経営なんでも相談

24日（月）14:00～16:00 正副会頭連絡会

16:00～19:00 通常議員総会

25日（火）19:30～21:00 【青年部】役員会

Mallika hair＆spa 駅 前 美容室

㈱東亜美装 安佐南区 ビルメンテナンス

医療法人社団　明和会 丸 石 医療・介護事業

島田水産 宮島口西 かき養殖業

事　業　所　名 地　　区 業　　種

商工会議所カレンダー 新入会員紹介 令和元年５月15日現在
会員数1,583事業所

★次号は7･8月合併号は7月16日㈫発行予定です。
　チラシの締切は７月５日㈮です。
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やわらかな透明感とツヤ感
キレイを引き出す駅前サロン　
　JR廿日市駅南口にオープンした美容室と併設スパがある「Mallika hair&spa」。
開業したきっかけは２つ。第1に、廿日市は働きやすく駅前はお客様にとって通い
やすいからだそう。駅前にはマンションが増えており、そこから来てくださるお客
様がいらっしゃる。第２に、以前からスパの勉強をされており、キレイにこだわる
1人サロンとして、ふらっと立ち寄れる隠れ家的なサロンを開きたいとの夢をかな
えたそうだ。
　顧客層としては30～40代の女性が中心だが、若い方からシニア層まで髪色のご相
談からエイジングケアまで温かくサポートしてくれる。
　「“髪と頭皮を美しく”をモットーになりたい自分になるお手伝い」を丁寧にやっ
ていきたいと語る加藤オーナー。仕事終わりやプライベートなどで、心落ち着く癒
しの空間でリフレッシュしてみては！ 「Mallikaとはインド語で「ジャスミン」を意味

します。キレイな花でたとえることにより、親し
みやすい店舗を作りたいです。」とオーナーの
加藤さん。

明日がんばろう！とエネルギーをチャージできる店
炉ばたBar 心動（まいんどう）
　商工会議所近くの宮島街道沿いに２月にオープンした居酒屋。入口
はテラス席になっており、夏は風を感じながらビアガーデン風に、冬
はこたつ席でほっこりと、家族連れやグループで楽しめる。
　100kgのまぐろから300gしかとれない脳天の炙りなどのオリジナル
料理が自慢だ。
　オーナーの小田さんは、「こんなもの食べたことない！とお客様に
喜んでもらうのが好き。記憶に残るものを提供したいです。お酒を飲
む人も飲まない人も楽しめる店にしていきたいです。」と話す。
　誕生日の人には、お店のスタッフが一緒に祝ってくれるサプライズ
をお願いできる。
　好奇心旺盛なオーナーが、次にどんな企画を考えてくれるのか楽し
みな店だ。

Mallika hair&spa
廿日市市駅前2-39
050-3554-6282
10：00～18：00
毎週月曜日・第1火曜日

所

営
☎

（不定休有）
休

炉ばたBar 心動（まいんどう）
廿日市市下平良1-3-41
0829-31-2581
17:30～24:00（LO 23:00）

火曜日
100席（店内60席､テラス席40席）

なし

日 曜 ～23：30（LO 22:30）

所

営
☎

休
席
P
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「ヒト
・コト・カネ」のツナギヤクはつかいち

メニューの一例は下記の通り。
(価格は税抜)
・カット ￥4,000
・カラー  ￥6,000～
・パーマ ￥6,500～
・ヘッドスパ ￥1,500～
・トリートメント ￥1,500～

販売しているCRONNAシリーズ。一番
左側のシャンプーは炭を使用したもの。
主に頭皮の汚れを取る効果がある。
右側のシャンプーは、はちみつを使用した
もの。頭皮をしっとりさせるためである。
用途に応じて使用していただきたいとの
こと。

肉じゃがの概念を
変えてしまう驚き
の逸品

▲コース料理は平日限定
飲み放題4,000円から
相談に応じてくれる。

今実施している
企画として、と
うかさん着付け
とヘアセットを
1日限 定 2 名 で
受付中。
今年のとうかさ
んは、6/7(金)
～ 9 (日) の 3日

間。着付け体験することで、日本文
化やおもてなしの心に触れていた
だきたいとのこと。

京 都くずと豆 乳
で 作 る店 オリジ
ナ ル。生 クリ ー
ムが入っていて、
だし醤 油と合 わ
せるとチーズ の

ような芳醇な味。もっちりとした食感
がたまらず、もう一皿とおかわりして
しまう。

もっちり豆富

ピーチ果 汁につ
けて３日間熟成さ
せ る。口 に 入 れ
た瞬 間 はピーチ
の 香りと甘 さが
広 が る が、ほ ど

なくトマトの酸味と調和する。お酒の
つまみにもデザートにも合う。

ピーチトマト 和牛コウネの肉じゃが

廿日市市景況調査（2019年1～3月）

日商簿記3級基礎講座のご案内
消費税軽減税率対策コーナー

特 集

写真提供/一般社団法人はつかいち観光協会


